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会
町
民
永
年
の
切
願
で
あ
っ
た
港
湾
一
億
二
千
六
百
万
円
と
な
り
町
は
じ
ま
っ

建
設
の
実
現
、
三
中
、
一
二
中
の
統
合
中
一
て
以
来
の
最
高
と
な
り
ま
し
た
o
ま
さ

学
校
校
舎
の
建
設

l
い
ま
我
が
大
洗
町
一
に
躍
進
大
洗
町
の
姿
を
実
証
す
る
も
の

は
身
体
一
杯
に
時
代
の
脚
光
を
浴
び
な
一
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

が
ら
飛
躍
的
な
発
展
を
な
す
べ
く
「
タ
一
長
る
一
二
月
二
十
三
日
の
定
例
町
議
会

ラ
ッ
プ
」
の
第
一
段
に
力
強
く
足
を
必
一
で
町
長
よ
り
新
年
度
予
算
編
成
の
方
針
一

み
入
れ
た
の
で
す
o

一
内
容
等
に
つ
い
て
詳
細
に
亘
っ
て
説
明
一

昭

和

三

十

六

年

度

予

」

そ

き

っ

と

私

達

一

が

あ

り

町

議

会

で

も

明

る

い

希

望

に

混

一

に

建

設

さ

れ

た

那

珂

湊

保

健

所

在

比

の
生
涯
を
通
じ
て
、
記
念
す
べ
き
空
μ
一

れ

、

真

け

ん

な

討

議

の

末

、

全

面

的

な

一

一

支

所

の

敷

地

を

正

式

に

県

に

貸

与

す

な

る

で

し

ょ

う

。

港

湾

建

設

の

実

現

を

一

協

力

を

寄

せ

ら

れ

て

可

一

決

さ

れ

た

の

で

一

一

る

も

の

契

機

と

し

、

こ

れ

を

基

殺

と

し

て

、

こ

一

す

。

一

十

三

、

固

定

資

産

評

価

審

査

委

員

会

委

れ

か

ら

の

町

が

ど

ん

な

ふ

う

に

伸

び

て

一

特

別

会

一

則

で

は

、

国

民

健

康

保

倹

の

一

員

選

任

の

同

意

を

求

め

る

こ

と

に

つ

行

く

だ

ろ

う

か

?

廻

船

が

激

増

し

、

魚

一

予

算

が

前

年

に

比

べ

四

百

十

二

万

円

の

一

い

て

磯

浜

町

か

ら

で

て

い

る

小

沼

を

原

料

と

す

る

加

工

工

場

、

冷

凍

冷

蔵

一

増

と

な

り

ま

し

た

が

、

こ

れ

は

加

入

者

一

吉

夫

委

員

が

任

期

満

了

と

な

る

の

で

工

場

な

ど

で

き

水

産

業

全

般

が

大

巾

な

一

で

あ

る

皆

さ

ん

の

受

診

率

(

医

者

に

か

一

再

び

選

任

す

る

こ

と

に

つ

い

て

談

会

伸

び

を

示

し

「

タ

ン

カ

ー

」

船

の

入

港

一

か

る

回

数

〉

が

著

る

し

く

増

え

た

こ

と

一

の

恩

恵

を

求

め

る

も

の

で

す

に
よ
り
後
背
地
工
業
地
帯
へ
の
燃
油
供
一
と
先
般
来
問
題
と
な
っ
た
医
療
費
の
値
一
第
一
一
回
定
例
町
議
会
は
$
平
五
三
月
一
一
一
、
て
昭
和
三
十
一
年
に
国
よ
り
払
十
凶
、
昭
和
三
十
六
年
度
臨
時
出
納
検

給
基
地
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
一
上
げ
に
よ
る
も
の
で
す
。
簡
易
水
道
の
一
十
三
日
午
前
十
時
、
当
町
役
場
会
議
室
ド
げ
を
受
け
た
大
賞
前
原
山
の
代
金
一
査
花
会
議
員
の
互
選
に
つ
い
て
議

ら
多
く
の
船
舶
の
出
入
に
よ
り
当
然
消
一
予
算
で
四
十
五
万
円
ほ
ど
増
額
さ
れ
ま
一
に
て
開
催
、
外
滋
建
設
の
決
定
に
よ
り
一
川
り
返
済
に
充
て
る
た
め
元
利
金
九
十
会
か
ら
山
る
立
会
議
員
三
名
を
方
選

費
物
資
の
需
要
が
増
大
し
、
野
菜
、
生
し
た
が
、
こ
れ
は
町
内
道
路
の
補
修
ヱ
一
躍
進
大
洗
町
の
前
途
に
あ
ら
た
な
希
望
以
万
余
円
を
畿
二
三
ゆ
ザ
議
議
選
の
結
果
左

斜
口
問
、
生
活
必
熊
ロ
翠
の
売
れ
行
き
も
一
事
に
伴
な
う
給
水
管
理
設
変
更
に
要
す
~
を
た
く
し
、
新
年
度
予
算
を
は
じ
己
業
財
産
税
機
際
機
¥
一
鱗
盤
機
記
の
人
達

倍
加
さ
れ
、
沢
山
の
人
が
街
内
に
流
れ
一
る
費
用
で
す
。
一
十
案
件
を
審
議
決
定
し
ま
し
た
。
予
算

J

茎

よ

り

線

:

総

額

繍

:

ト

議

機

騒

機

騒

騒

齢

、

が

選

ば

れ

こ
め
ば
、
そ
れ
と
並
行
し
て
各
躍
も
一
一
般
会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
一
の
主
に
き
て
は
、
へ
き
頭
町
長
よ
一
入
れ
る
も
の
守
線
機
ベ

Y
Fふ
臨

機

騒

機

騒

ま

し

た

。

活
気
づ
き
旅
館
飲
食
后
は
勿
論
農
家
の
一
億
五
千
二
百
七
十
六
万
余
円
と
な
り
ま
一
り
編
成
方
針
、
町
の
将
来
の
見
透
し
(
で
す
。
機
機

!
J鰯
斡

機

機

嫌

鱒

鱗

正

木

庄

凶

万
ま
で
直
後
間
後
に
「
プ
ラ
ス
」
に
な
一
す
。
大
洗
町
の
一
層
の
発
展
を
期
待
し
一
別
掲
)
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
説
明
が
あ
八
、
港
湾
整
備

J
;て
一

機

幾

織

機

騒

署

員

っ
て
く
る
こ
と
は
決
し
て
「
う
そ
」
で
↑
登
か
な
町
つ
く
り
の
た
め
町
民
憶
さ
ん
一
り
談
会
議
員
各
位
も
一
丸
と
な
っ
て
畳
事
業
負
担
金
M

機

織

機

密

鱗

鱗

機

¥

必

織

機

騒

関

根

喜

エ

は
な
い
で
し
ょ
う
。
一
方
の
絶
大
な
支
援
と
協
力
を
お
願
い
す
一
か
な
釘
つ
く
り
の
た
め
一
意
努
力
品
起
債
に
つ
い

;
γ
y
w
h丸騒
騒

門

議

員

今
年
度
の
町
予
算
は
一
般
会
計
三
一
る
次
第
で
す
o

…

注

す
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決
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湾
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入
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菅
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成
県
廿
町
村
職
員
退
職
手
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一
ら
借
入
れ
る

J
I
u
-
-
桝
飢
機
機
樹
齢
鱗
離
耕
一
機
ト

hJ麟
十
六
、
昭
和

…

~

合

設

の

一

部

を

改

正

す

る

規

約

一

こ

と

で

す

o

機
織
機
鱗
織
機
購
点
機
麟
麟
問
問
一
一
干
主
‘

叶
二
、
大
洗
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
、
び
資
一
九
‘
統
合
喜
一

J

八
織
機
織
機
時
燐
織
機
鱗
機
内
総
麟
醐
開
度
目
凶
一
民
俗

~

計

計

日

一

用

弁

償

等

に

関

す

る

条

例

の

一

部

を

一

校

建

設

一

塁

最

低

全

域

機

織

機

機

騒

議

機

麟

麟

康

保

険

追

山

4
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費
一
室
H
m
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費

一

革

法

資

一

賀

費

費

賞

金

賀

税

税

入

金

料

金

金

金

金

金

入

債

会

尉

一

計

叩

改

正

す

る

条

例

一

費

起

債

(

前

お

I

J
ぃ
一
一
一
一
点
線
機
騒
鱗
闘
機
蹴
鞠
盤
加
更
正
予

~

般

設

収

担

数

別

引

い

出

ι

三
、
大
沈
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
一
向
〉
司

;
f
J
L
f暴
露

轟

轟

轟

簿

富

算

ザ

一

泡

生

済

査

1

付

産

負

手

出

1

特

入

才

V

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
一
十
、
町
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
町
一
十
七
、
昭
和
三
十
六
年
度
町
才
入
才
出

~

.

款

け

日

財

び

び

H

工

入

~

す

る

条

例

の

一

部

改

正

一

台

地

の

一

部

を

売

却

処

分

す

る

も

の

一

予

算

い

会

場

防

木

一

宵

一

川

衛

…

殺

産

調

挙

債

備

一

父

び

及

及

支

附

入

越

政

計

慨

才

小

問

、

教

育

長

の

給

与

及

び

勤

務

時

間

の

一

で

す

。

一

十

L
、
昭
和
三
十
六
年
度
一
国
民
健
康
保

十

支

計

一

凱

金

料

交

友

道

川

一

条

例

の

一

部

改

正

一

十

一

、

一

時

借

入

金

に

つ

い

て

統

合

一

恥

予

算

一

出

人

耳

健

常

比

一

一

言

入

刀

降

注

水

引

五

、

大

洗

町

国

民

健

康

保

険

税

条

例

の

一

μら
え

E
建山父宮

E
Rコ
支
出
こ
充
て
る
一
十
L
、
昭
和
三
十
六
年
度
簡
易
水
道
予

に
ブ

J

L

担

用

問

団

~

一

部

改

正

一

山

川

和

五

百

万

円

い

茨

城

一

知

市

町

村

一

桁

一
議
役
山
間
十
表
れ
保
産
財
統
選
丘
一
新
γ

7

d

m

池
公
分
使
関
界
寄
繰
繰
雑
町
国
筒
〈
六
、
大
洗
町
悶
民
健
康
保
険
条
例
の
三
尚
一
良
一
恩
給
組

AZた
は
銀
行
よ
り
借
一
二
十
、
昭
和
三
十
六
年
度
東
茨
城
郡
内
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(-2) 昭和36年 5月 1日

三
月
二
十
三
日
に
開
会
さ
れ
た
第
一
一
回
定
例
町
議
会
に
之
、
昭
和
三
十
六
年
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算
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審
議
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当

ー

り
へ
き
頭
加
藤
町
長
よ
り
編
成
方
針
、
町
の
将
来
な
ど
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
た

しAらあ品、品、第2 3号

保険料は

納税組合から積立てましょう。納税組合に入っ

ていなし、方は直接役場から年金印紙をど購入し、

年金手帳にはゆっけて検認印をうけましょう。

加
J
胃
一
輪

積~ 
b 
r払

保険料は3ヶ月分毎にまとめて、 7月10月1月4月

に積立てます。 保険料は34才未満は月100円

35才以上は月150円です。
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和

H
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会
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一
明
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野
門
光
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:

珂

茨

ケ

f
野

け

れ

前

陸

!

千

人

康

が

お

一
古
新
日
土
旭
那
常
内
瓜
岩
北
牛
常
電
阿
高
美
下
笠
勝
藤
友
大
汐
明
茨
大
五
重
大
千
筑
践
校
大
御
問
書
玉
一
ニ
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健
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一
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慌

政

両

一

の

町
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一
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欄
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関
小
前
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同
問
問
問
問
問
問
問
問
問
問
一
間
間
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十
同
一
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一
同
向
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間
同
間
同
問
問
問
同
問
問
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問
問
問
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同
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洗
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一
農
業
商
で
は
船
の
出
入
に
よ
り
消
費
一

一
力
が
増
大
し
、
生
産
物
の
需
要
が
い
ち
一

一
ぢ
る
し
く
な
る
し
労
働
力
の
需
要
は
ご
一

一
男
三
男
の
人
達
に
と
っ
て
働
く
場
が
増
一

一
へ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
物
資
の
供
給
一

一
は
海
上
輸
滋
に
よ
っ
て
格
安
と
な
る
か
一

一
ら
農
業
の
原
料
移
入
等
に
相
当
期
待
さ
一

一
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
観
光
国
で
一

一
は
港
消
そ
の
も
の
が
一
つ
の
広
い
意
味
一

命
一
の
観
光
で
あ
り
、
出
船
、
入
船
に
よ
っ
一

査
定
で
、
三
千
億
円
に
削
ら
れ
て
し
ま
し
た
各
県
の
穴
表
者
、
港
湾
地
区
の

J

↑

」
て
人
の
往
来
が
激
し
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
一

一
っ
た
の
と
、
三
十
六
年
度
は
新
規
港
湾
長
等
百
余
名
と
共
に
国
会
議
員
三
十
全

い
よ
い
よ
大
洗
滋
の
建
設
が
は
じ
ま
一
が
全
国
で
五
ケ
所
に
査
申
告
C

れ
て
し
ま
名
を
交
へ
て
最
后
の
「
パ
l
テ
l
」
が
…
け
「
プ
ラ
ス
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
一

る
。
あ
L
大
洗
滋
の
建
設
!
こ
の
日
を
一
っ
た
結
果
、
に
わ
か
に
楽
観
を
許
さ
れ
行
わ
れ
た
。
新
規
港
湾
五
ケ
所
の
な
か
一
商
業
聞
で
は
如
何
に
購
民
力
を
培
主

私
達
は
ど
ん
な
に
待
ち
こ
が
れ
て
い
た
一
な
い
情
勢
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
県
に
大
洗
滋
が
入
る
確
信
を
も
っ
て
自
分
一
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
一

こ
と
で
あ
ろ
う
。
限
を
閉
づ
れ
ば
想
い
一
議
の
小
幡
さ
ん
や
町
の
議
会
か
ら
大
賞
は
そ
の
日
に
帰
京
し
た
。
爾
来
二
ヶ
月
一
で
あ
る
か
ら
、
町
に
金
が
落
ち
購
買
力
一

t
遠
く
菅
に
さ
か
の
ぼ
る
1

階
く
な
っ
一
議
長
、
久
保
木
別
議
長
、
平
山
特
別
委
圏
、
県
、
町
と
予
算
が
き
ま
っ
て
、
こ
一
か
出
れ
ば
物
も
売
れ
る
と
思
う
。
元
来

た
海
辺
の
砂
の
上
に
、
と
り
た
て
の
悠
一
員
長
を
は
じ
め
議
員
各
位
が
連
日
交
代
こ
に
漸
ゃ
く
大
洗
洛
の
建
設
:
信
乏
し
一
港
湾
は
た
だ
船
主
や
船
舶
だ
け
が
利
九
分

担

ut軒

下

れ

れ

一

日

立

旧

日

吉

当

時

間

た

わ

け

で

あ

る

。

f
一

日

己

主

長

討

の
群
れ
、
ど
な
り
合
う
人
々
の
声
、
そ
一
列
車
で
上
京
し
、
終
日
運
動
し
て
夜
お
三
、
大
洗
港
の
経
済
効
果
一
ゆ
く

4
の
と
信
じ
て
い
る
。
更
す
は
こ

う

し

た

浜

の

姿

が

か

す

か

に

記

憶

こ

よ

一

ご

つ

し

た

=

歴

史

的

使

命

を

充

分

に

自

覚

し

み
が
え
る
。
あ
の
頃
は
浜
も
大
設
会
一

l

i

l

i

-

-

1

1

1

|

川
]
!
私
達
は
こ
ん
と
こ
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
亭
フ
。

が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
は
じ
ま
一

J

そ
失
敗
の
歴
史
を
繰
一

一

一

対

り

返

し

て

は

な

ら

な

一

四

、

大

洗

港

の

規

模

一

っ

た

旧

築

港

の

工

事

、

そ

れ

も

子

供

心

一

一

一

一

一

に
記
憶
は
お
ぼ
ろ
で
あ
る
o

一

一

恥

u
v
j

ぃ
。
そ
の
た
め
に
こ
一
五
ヶ
年
閣
の
総
予
算
は
六
億
二
千
八
一

築
港
が
埋
っ
て
か
ら
機
会
あ
る
た
び
一
一

ρ114

そ
竪
血
一
な
科
学
的
一
調
一
百
万
円
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
埋
立
工
一

に

東

防

波

堤

の

上

に

立

っ

て

、

大

平

洋

げ

一

一

巻

J

査
を
行
い
、
地
元
の
一
室
宗
約
一
億
二
千
万
円
を
含
ん
で
い
一

の

波

の

う

ね

り

を

見

つ

め

つ

』

必

ず

再

一

一

時

一

一

意

見

も

出

し

て

お

し

一

る

。

負

担

割

合

は

、

国

が

凶

割

、

残

り

一

時

計

口

百

円

五

問

一

一

5
1寸
r

仏

¥

一

い

れ

れ

れ

島

町

立

に

壮

行

一

一

日

日

間

一

私

達

の

先

輩

や

書

し

て

お

る

長

老

が

一

一

ぷ

糸

J
J

に
所
得
絡
差
の
是
正
一
初
年
度
で
あ
る
た
め
に
国
の
事
業
費
が
…
七
言
の
漁
船
な
ら
ば
入
、
九
百
隻
位
一
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
達
は
今
後
こ
の

築
滋
再
建
を
目
ざ
し
て
那
珂
川
を
哲
ム
一

d
〆
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
一
一
千
万
円
、
県
の
単
独
事
業
費
が
一
王
入
品
る
広
さ
で
あ
る
。
漂
砂
の
移
動
は
港
湾
建
設
を
中
心
と
し
て
工
場
誘
致
等
一

上

り

、

県

庁

へ

陳

情

に

行

っ

た

菅

の

苦

一

一

ず

大

洗

港

の

建

設

が

池

一

万

円

合

計

一

一

千

方

円

の

事

豊

富

H

が
内
定
一
「
子
ソ
ト
l
プ
」
に
よ
っ
て
明
白
と
一
一
段
と
町
の
飛
騨
を
図
っ
て
行
き
た
い
↑

心
談
を
聴
か
さ
れ
私
達
の
決
意
は
議
々
一
一

r

方
開
発
の
拠
点
と
し

τた
三
十
七
年
度
か
ら
は
大
巾
に
増
へ
一
な
4
防

波

堤

の

高

さ

は

波

高

計

に

よ

っ

一

~

強
く
な
っ
て
行
っ
た
o

一

洋

一

一

て

全

く

時

代

的

塑

ん

一

る

見

込

で

あ

る

。

明

神

町

下

の

「

さ

く

一

て

草

聞

大

洗

沖

の

波

亭

ど

観

測

し

た

一

五

、

む

す

び

一

一

一

¥

ソ

¥i

を
浴
び

u
iて
小
山
一
や
磯
」
附
近
の
水
域
が
湾
内
に
な
り
、
一
襲
五
米
と
き
ま
っ
た
o

物
揚
場
の
巾
考
へ
て
み
る
と
旧
築
港
建
設
の
隆
史
は
一

二

、

大

洗

港

建

設

の

経

過

一

平

行

る

こ

と

』

疑

し

の

よ

そ

の

広

さ

は

約

一

万

五

千

坪

、

六

O
屯
一
回
塁
ハ

O
米
あ
る
か
ら
心
阻
は
な
い
と
ま
こ
と
に
古
く
昨
年
私
が
手
に
入
れ
た
一

昭

和

二

十

九

年

私

が

町

政

を

預

っ

て

一

¥

一

一

一

い

処

で

あ

ろ

う

。

去

一

一

絵

ハ

ガ

キ

を

町

長

室

に

飾

つ

一

か

ら

直

ち

に

、

湖

沼

日

に

で

き

て

い

る

一

一

図

太

古

際

問

題

と

し

て

大

洗

一

一

}

一

で

あ

る

け

れ

ど

起

ヱ

式

記

念

漁

港

の

船

着

翌

二

ヶ

年

継

続

で

修

理

一

;

九

一

日

港

の

も

つ

経

済

効

果

一

一

γ

と
し
て
明
治
四
十
三
年
十
一
い
よ
い
よ
港
湾
の
建
設
が
本
市
J

リ
ペ
区
矢
場
お
よ
び
一
の
沢
か
ら
成
岡
町
を

一

一

)

は

著

る

し

い

も

の

が

こ

4
コ

円

一

一

な

り

、

こ

れ

を

基

盤

と

し

て

こ

i
r一
経
て
松
川
に
通
ず
る
道
路
、
延
長
聞
こ

し
昭
和
三
十
一
一
年
頃
か
ら
木
格
的
な
遼
一

3
I
N
u
-
-
A
K
~

あ

る

と

思

う

。

ま

ず

ニ

イ

コ

一

月

二

十

七

日

目

附

の

記

念

ス

一

大

洗

町

が

め

ぎ

ま

し

い

発

一

肢

を

す

る

こ

九

五

米

の

改

修

、

富

脇

よ

り

神

山

に

動
に
入
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
議
会
や
今
一
置
づ

l
」
l
九

水

産

関

係

で

あ

る

o

一

一

二

一

一

タ

ン

プ

が

押

し

で

あ

る

。

数

一

と

が

期

待

さ

れ

ま

す

o

そ
の
た
め
に
も
一
押
市
道
路
の
う
ち
災
害
復
旧
工
事
と

日

臨

時

時

間

両

一

一

守

計

一

戸

一

¥

~

現

在

大

型

船

、

小

ニ

図

一

一

一

一

民

間

日

古

一

相

官

っ

と

も

大

切

な

役

割

を

果

す

も

の

が

道

米

の

L
Z議
官
邸
提
唱
十

一

一

一

一

一

ヘ

.

型

船

の

水

揚

高

は

約

一

一

一

一

一

路

で

す

。

町

で

は

年

々

一

回

、

県

道

の

整

一

町

池

よ

り

町

池

に

至

る

九

O
米
の

躍

し

た

結

果

、

ま

づ

県

が

踏

み

切

っ

て

一

一

一

一

一

?

五

億

と

い

わ

れ

て

い

一

一

一

一

一

一

準

備

を

は

じ

め

適

当

な

機

会

備

を

図

る

た

め

猛

運

動

を

や

っ

て

舗

装

-

ク

リ

l
ト
排
水
測
瀞
の
新
設
、
栗
原
川

郡

山

尚

一

一

軒

目

日

明

日

斗

哨

一

位

戸

一

点

る

が

、

港

湾

が

一

庄

一

面

一

一

一

一

川

迂

吋

日

計

同

や

補

修

の

実

現

与

す

山

口

き

ま

し

た

貯

島

一

待

問

匹

目

前

詰

こ
れ
は
一
つ
の
前
進
で
あ
っ
た
と

i

f

L

こ

一

一

日

刊

訂

正

二

一

一

も

み

ん

な

町

民

の

ぎ

ん

の

一

郎

自

PUHF-号炉
控

訴

詰

需

品

説

室

内

滋

索

、

農

林

吉

輸

一

1
m川
L
J

船

い

じ

か

ら

章

一

一

手

十

一

一

↑

索

願

が

結

晶

し

た

も

の

で

ゆ

一

〉

の

舗

装

i
T
1
f新
設
さ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1い
ろ
い
ろ
苦
心
し
た
カ
遂
に
一
一

t
村
川
1
1
F
J北
京

飛

脱

す

る

こ

と

=

町

一

一

一

り

汁

後

共

町

を

あ

げ

て

子

一

一

七

米

を

含

む

)

延

長

討

会

こ

一

〆

運

輸

省

の

港

湾

局

が

乗

り

出

し

て

く

れ

一

さ

く

々

目

標

灯

灯

台

色

一

六

ホ

は

疑

い

な

い

。

た

だ

一

一

川

二

一

と

f
っ
て
こ
の
大
事
業
主
万
一
の
ほ
ど
立
派
に
完
成
し
、
県
道
で
は
磯
一

た
o

特
に
運
輸
省
が
井
島
博
士
を
主
任
一

j
i

バ

・

廻

船

が

入

る

た

め

に

一

一

一

一

一

一

成

し

た

い

と

思

う

。

終

り

に

一

浜

町

一

橋

本

隆

一

旅

館

よ

り

曲

松

駅

前

ま

で

と
す
る
一
流
の
技
術
調
査
陣
を
編
成
し
一

l

i

l

i

-

-

l

l

!

l

i

l

-

-

-

-

訟

が

下

る

の

で

は

一

一

一

一

一

一

の

ぞ

み

、

主

運

輸

大

臣

、

一

の

舗

装

改

修

延

長

一

八

九

米

、

旭

町

の

て
科
学
一
誠
一
企
に
熱
意
を
示
し
て
く
れ
た
一
そ
く
帰
る
、
そ
の
努
力
と
心
労
は
並
大
な
い
か
と
い
う
点
は
、
背
後
に
お
け
る
一
一
二

7
l

一
中
道
官
湾
局
長
、
坂
本
建
唯
一
大
洗
に
李
Q

新
設
舗
装
延
長
一
八
五
米
ー

こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。
一
抵
で
は
な
い
、
ほ
ん
と
う
に
町
を
愛
す
処
理
能
力
の
増
大
と
消
費
人
口
の
堅
人
一
一
一
一

γ日
一

局

長

一

宮

崎

次

長

、

肥

田

豆

が

完

成

し

、

更

に

大

洗

神

社

前

の

拡

張

昭
和
一
一
干
足
、
昭
和
三
十
五
と
一
る
切
実
な
気
持
の
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
に
よ
っ
て
、
そ
の
心
開
は
な
い
と
思
う
一
一
二
一

i

一
画
課
長
、
議
官
、
大
宮
工
事
も
ほ
ぼ
で
き
ず
従
前
の
面
白
を

調

査

を

は

じ

め

て

か

ら

三

ケ

勾

し

よ

な

い

。

一

区

選

出

の

衆

議

院

議

員

橋

木

特

に

本

町

は

加

工

業

者

の

多

い

こ

と

一

一

↑

一

一

一

宮

崎

主

計

官

、

副

島

主

計

官

一

一

新

し

観

光

地

犬

洗

に

ふ

さ

わ

し

い

立

い
よ
三
十
六
年
度
が
ヤ
マ
で
あ
る
と
忠
一
加
藤
、
中
山
、
久
保
の
諸
先
生
や
一
一
区
と
そ
の
処
理
能
力
も
県
下
で
一
、
一
一
と
一
一
円
川
川
げ
ル

r
l

岩
上
知
事
、
土
木
部
長
、
河
一
派
な
道
路
と
な
り
ま
し
た
。

い
三
十
六
年
度
の
閣
の
予
算
原
笑
の
主
塚
原
先
生
、
参
議
院
議
、
武
藤
、
天
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
後
主
下

I
l
l
-

治
課
長
、
港
湾
課
長
、
こ
の
よ
う
に
国
県
道
路
の
整
備
は
急

定

を

前

に

、

一

月

九

日

決

意

ー

を

新

た

に

一

野

の

諸

先

生

泊

私

達

の

こ

う

し

た

熱

願

想

せ

ら

れ

る

原

料

の

総

保

と

技

術

の

進

一

一

や

官

、

県

議

会

議

員

ー

を

似

速

に

す

L

み
一
方
町
道
の
補
修
で
は
三

し

て

上

京

し

た

。

そ

れ

か

ら

十

日

間

「

一

に

深

い

理

解

と

支

援

を

与

へ

て

下

さ

つ

芸

は

設

備

投

資

に

よ

っ

て

、

販

売

買

一

一

点

、

十

五

年

度

中

に

失

事

業

と

し

て

実

施

プ

リ

ン

ス

ホ

テ

ル

」

を

中

心

に

激

し

い

一

た

こ

と

は

全

く

頭

の

下

る

思

い

で

あ

る

の

増

大

す

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

り

、

一

一

さ

れ

た

も

の

は

、

大

貫

町

竹

内

別

荘

入

運
動
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
o

国

会

一

か

く

し

て

十

八

日

深

更

二

千

六

百

億

ま

た

そ

れ

に

る

倉

庫

一

各

種

エ

一

口

ょ

う

大

貫

池

に

通

ず

る

道

路

と

、

旧

体

の

五

ヶ

年

聞

の

港

湾

に

要

す

る

総

予

一

円

の

予

算

の

原

案

が

き

ま

り

、

九

一

場

等

の

建

受

せ

ら

れ

、

石

油

会

二

大

貫

役

場

入

口

か

ら

海

岸

下

に

ぬ

け

る

算
三
千
二
百
二
十
五
億
円
が
大
蔵
省
の
一
日
「
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
で
連
ザ
マ
社
の
油
槽
所
へ
ら
れ
て
い
る
プ
(

h

四
、
コ
エ
ハ

助制ぐ 4~
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携
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カ日

藤

清

長

一
、
大
洗
港
の
歴
史

、、らあjo.、品、第23号

も

平

行

台
風
の
季
節
一
に
大
童
で
、
消
防
団
が
出
動
し
ど
う
や

に
な
る
と
、
一
ら
被
害
を
最
少
限
に
喰
い
と
め
て
き
ま

大
平
洋
に
直
し
た
o

し
た
当
町
で
一
町
で
は
か
ね
が
ね
県
や
国
に
対
し
こ

は
抑
し
ょ
せ
一
の
防
災
工
事
実
施
方
の
姿
請
を
つ
け
ム
け

る
波
浪
で
海
一
た
結
果
去
る
昭
和
一
一
一
十
四
年
、
三
十
五

岸
沿
い
に
住
一
年
の
一
一
ヶ
年
に
亙
り
西
築
港
よ
り
聞
大

む
人
迷
は
そ
一
貫
海
岸
プ

l
ル
左
下
ま
で
の
パ
ラ
ベ
ツ

の
た
び
不
安
一
ト
に
よ
る
護
岸
工
事
が
完
成
さ
れ
ま
し

に
お
の
の
き
一
た
が
こ
ん
ど
は
更
に
そ
れ
か
ら
先
約
八

退
避
を
し
た
一
七
人
米
を
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
き
ま
り

り
防
波
作
業
一
新
年
早
々
西
山
建
設
会
社
に
よ
っ
て
着

手
さ
れ
三
十
六
年
三
月
末

ま
で
に
法
礎
工
事
が
終
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
一
二
十
七
年
度
に
は
「

パ
ラ
ペ
ッ
ト
」
に
よ
る
護

岸
工
事
が
完
成
す
る
わ
け

で
す
。
こ
れ
が
で
き
上
れ

ば
、
磯
浜
か
ら
大
貫
は
づ

れ
に
至
る
海
岸
一
稽
は
完

全
に
波
浪
の
危
険
か
ら
護

ら
れ
関
係
者
の
皆
さ
ん
は

安
心
し
て
枕
を
高
く
し
て

休
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
う

工
事
総
額
は
約
六
千
万

円
で
殆
ん
ど
国
の
費
用
で

施
工
し
て
く
れ
る
も
の
で

す
o

(
写
真
は
基
礎
工
事

中
の
現
場
)

(明治 43年)

海岸護岸吏に延長

6 

米

円

8 

万

7 

千

8 

マ有

町
発
展
の
動
脈

幹
線
道
路
の
舗
装
化
す
L

む

町

道

補

修

し

て



第23号

事
し
い
憲
法
が
で
き
て
、
も
う
十
四

年
間
に
な
り
ま
し
た
。
憲
法
と
い
う
と

非
常
に
む
ず
か
し
く
、
私
達
の
生
活
に

縁
浅
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
政

治
J
L

経
済
も
教
育
も
社
会
生
活
も
一
切
一
町
内
嘱
託
員
会
議
は
去
る
四
月
十
凶
一
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
と
町
長
よ
り
港
湾

が
震
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
方
向
づ
一
日
に
、
納
税
組
合
長
会
議
は
十
八
日
、
一
建
設
の
実
現
に
伴
う
丑
ヶ
年
計
函
の
概

一
け
き
れ
て
い
る
の
で
す
。
一
大
震
町
の
研
修
会
館
ル
に
会
場
と
し
て
関
要
、
町
の
将
来
の
明
る
い
見
透
し
な
ど
一

平
和
中
主
義
と
民
主
主
義
の
大
原
則
の
一

一

上

に

立

っ

て

、

お

五

が

幸

福

な

告

を

一

一

建

設

課

勤

務

一

営

む

た

め

に

、

私

達

は

憲

法

女

尊

重

し

一

一

主

事

十
秩
序
あ
る
社
会
生
活
を
蛍
み
、
此
界
に
一

一

恥

ど

な

い

立

派

な

日

木

を

作

り

土

げ

よ

一

一

経

済

課

勤

務

一

一

一
総
務
課
勤
務

一

う

宅

は

あ

り

ま

せ

ん

か

一

一

事

務

補

↓

主

一

事

第

一

一

に

成

人

病

(

大

人

の

か

か

る

病

一

態

、

保

健

婦

の

仕

事

の

内

容

の

説

明

会

一

毒

症

に

な

る

と

、

予

定

白

に

生

ま

れ

て

一

一

保

険

課

勤

務

一

気

で

慢

性

の

も

の

)

た

と

え

ば

、

高

血

一

を

開

き

ま

し

た

が

、

そ

れ

に

続

い

て

、

一

も

赤

ち

ゃ

ん

は

小

さ

く

弱

い

た

め

に

、

一

主

事

補

田

忠

夫

一

圧

症

、

心

臓

病

、

腎

炎

、

糖

尿

病

、

呈

高

血

圧

症

の

日

常

の

摂

生

法

や

そ

の

他

一

特

別

の

養

護

を

必

要

と

し

ま

す

。

一

(

建

設

課

)

一

注

目

す

べ

き

点

は

、

死

亡

率

は

三

十

一

、

十

二

指

腸

襲

、

癌

な

ど

を

取

り

あ

一

の

病

気

、

更

年

期

障

害

の

撃

、

家

族

一

こ

の

よ

う

な

未

熟

児

は

か

ら

だ

が

小

一

十

事

務

補

新

幹

舎

一

四

年

よ

り

減

少

し

た

と

は

い

え

、

ま

だ

一

げ

る

事

に

致

し

ま

し

た

。

一

計

一

聞

に

つ

い

て

集

会

を

致

し

ま

し

た

。

一

さ

い

ば

か

り

で

な

く

、

全

身

の

発

育

も

一

技

手

補

総

務

課

勤

務

一
本
県
、
及
び
全
国
か
ら
く
ら
べ
る
と
多
一
当
町
の
死
亡
順
位
を
、
多
い
順
に
見
一
今
後
も
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
、
当
一
悪
J
¥
、

病

気

に

か

か

り

ゃ

す

く

て

、

死

一

一

臨

時

雇

米

川

喜

一

明

る

い

春

の

日

さ

し

と

共

に

、

凡

て

一

い

こ

と

で

す

。

↑

て

み

ま

し

ょ

う

。

一

町

全

地

区

で

集

会

を

持

ち

、

病

気

の

予

一

亡

率

も

高

く

、

成

長

し

て

も

時

に

は

知

一

一

(

企

面

室

)

が

の

び

て

ゆ

く

季

節

で

す

。

本

年

よ

り

…

死

産

率

は

当

町

で

は

、

人

工

妊

娠

中

一

第

一

位

脳

溢

血

四

八

件

一

防

に

つ

と

め

、

皆

様

の

種

々

の

御

要

望

一

能

の

発

達

が

お

く

れ

る

と

も

い

わ

れ

ま

一

教

育

委

員

会

勤

務

保
健
婦
を
一
名
増
員
し
て
皆
様
の
保
健
一
絶
は
届
け
;
に
い
為
、
こ
の
数
字
中
に
一
第
二
位
心
臓
病
二
九
件
一
に
お
応
え
し
て
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
一
す
o

小

さ

い

赤

ち

ゃ

ん

の

生

ま

れ

る

原

一

一

主

塁

側

飯

島

道

尚

の

た

め

に

増

々

張

り

切

っ

て

お

り

ま

す

一

は

入

っ

て

れ

れ

ま

せ

ん

。

で

す

か

ら

、

一

第

一

一

一

位

老

衰

二

人

件

一

御

協

力

い

た

だ

き

ま

し

た

嘱

託

員

の

皆

一

因

は

、

未

熟

児

は

妊

娩

中

毒

症

、

早

産

一

一

(

税

務

課

〉

の
M
M謹
駐

湾

問

調

駐

五

実

際

に

は

相

当

の

数

に

の

ぼ

る

こ

と

が

一

第

四

位

が

ん

一

一

三

件

一

様

に

は

心

か

ら

お

礼

申

上

げ

ま

す

。

一

童

、

前

早

期

破

水

の

場

合

に

生

ま

れ

一

一

談

会

諜

胴

品

木

逸

郎

ま

と

め

て

み

ま

し

た

の

で

‘

こ

の

際

も

一

予

想

さ

れ

ま

す

。

一

第

五

位

未

熟

児

一

O
件

一

ど

う

ぞ

今

後

の

活

動

の

上

に

も

お

カ

一

る

こ

と

が

多

い

の

で

、

妊

娠

中

の

定

期

一

一

(

保

険

課

)

様

と

一

緒

に

考

え

て

見

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
l
一

乳

児

死

亡

数

二

年

未

満

)

十

五

名

一

第

六

位

肺

炎

九

件

一

ぞ

い

を

下

さ

い

ま

す

様

お

願

い

致

し

ま

一

検

診

を

必

ず

受

け

、

早

期

発

見

や

予

防

一

一

第

二

保

育

所

長

代

理

国

J
A
J
J
J
ぺ
QJω
土

中

、

十

二

名

は

一

ヶ

月

未

満

に

死

亡

し

一

第

七

位

胃

潰

湯

七

件

一

す

。

保

健

婦

に

関

す

る

御

意

見

や

御

希

一

に

つ

と

め

て

下

さ

い

。

一

保

母

渡

辺

美

代

子

全

1
7
2
m
9
0
1
一

一

叉

そ

の

う

ち

六

名

は

生

ま

れ

て

一

週

間

一

第

八

位

結

核

六

件

一

望

を

ど

し

ど

し

保

険

課

あ

て

に

お

よ

せ

一

益

胎

、

前

筒

胎

盤

、

警

護

の

一

(

第

一

保

育

所

)

開

山

U
U
U
M
M
M
U
一
一
以
内
に
死
亡
し
て
お
り
ま
す
。
一
第
九
位
自
殺
、
自
放
各
五
件
一
下
さ
い

o

電

話

は

三

五

一

番

で

す

。

一

際

に

も

多

い

よ

う

で

す

。

季

節

的

に

は

一

第

三

脚

育

一

町

長

特

一

一

M
J抑
制

一

一

叉

出

生

数

四

百

二

名

中

、

一

二

十

名

は

一

以

上

の

よ

う

に

脳

混

血

に

よ

る

死

亡

一

一

冬

に

多

く

、

年

令

で

は

、

母

親

が

ニ

の

一

(

第

二

係

脊

所

)

町

咋

誌

は

M
M
M
M
M
一

一

未

熟

児

で

あ

り

、

そ

の

う

ち

十

名

は

死

一

が

空

位

宮

占

め

て

お

り

ま

す

。

こ

れ

一

未

熟

児

一

才

以

前

か

、

三

O
才

以

後

の

お

産

に

多

一

第

一

保

育

所

勤

務

二

f
h
J
2
4
1
i
一

一

亡

し

て

お

り

ま

す

。

こ

の

新

生

児

死

亡

一

は

大

洗

町

だ

け

に

か

ぎ

ら

ず

、

全

国

的

一

小

さ

い

赤

ち

ゃ

ん

一

い

よ

う

で

す

。

一

保

母

鬼

炉

-

酬

br)

一

一

率

は

当

聞

は

、

全

国

平

均

の

約

二

倍

に

一

に

同

様

の

傾

向

を

し

め

し

て

お

り

ま

す

一

一

こ

の

点

か

ら

も

、

早

婚

や

、

娩

婚

を

一

第

一

一

一

保

育

所

勤

務

一
あ
た
り
ま
す
o
こ

の

こ

と

か

ら

も

、

主

が

、

こ

れ

を

こ

の

ま

ま

放

澄

す

る

事

は

一

い

わ

ゆ

る

月

た

ら

ず

の

赤

ち

ゃ

ん

が

一

さ

け

、

お

産

の

予

定

日

が

冬

に

な

ら

な

↑

保

母

関

根

庸

子

一
年
は
、
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
保
健
に
つ
一
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
保
健
婦
の
年
間
の
一
生
ま
れ
る
と
、
多
く
は
標
準

ω体
意

よ

い

よ

う

に

す

れ

ば

よ

い

わ

け

で

す

。

こ

一

(

第

一

保

育

所

)

一

い

て

、

力

を

注

ぐ

計

爾

を

立

て

ま

し

た

一

計

画

の

中

に

も

大

き

く

取

り

あ

げ

た

わ

一

り

小

さ

い

も

の

で

す

が

月

満

ち

て

庄

主

の

他

、

な

ぜ

未

熟

児

が

生

れ

た

か

全

く

一

保

母

見

習

第

三

保

育

所

勤

務

!

一

一

一

一

事

務

祷

梨

本

セ

ツ

手

本

年

は

、

地

区

毎

に

育

児

相

談

を

関

一

け

で

す

。

一

れ

た

赤

ち

ゃ

ん

で

も

時

に

は

正

常

の

赤

一

原

因

不

明

の

場

合

も

多

い

の

で

す

が

、

一

(

第

一

一

一

保

育

所

)

一

く

予

定

で

お

り

ま

す

の

で

、

そ

の

節

は

一

現

在

迄

、

各

町

内

毎

に

嬰

員

さ

ん

一

ち

ゃ

ん

よ

り

小

さ

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

一

妊

娠

中

の

栄

益

不

足

ゃ

、

過

労

、

精

神

一

保

母

見

習

第

一

一

保

育

所

勤

務

ど

う

ぞ

皆

様

の

御

協

力

を

お

願

い

致

し

一

を

中

心

と

致

し

ま

し

て

、

各

所

で

国

民

一

妊

娠

中

に

む

く

み

、

血

圧

が

寓

く

な

っ

一

的

動

揺

な

ど

に

よ

る

影

響

も

ば

か

に

は

一

臨

時

耀

宮

本

節

子

ま

す

。

一

健

康

保

険

の

現

状

と

、

町

の

保

健

の

状

一

た

り

、

尿

が

に

ご

っ

た

り

す

る

妊

娠

中

一

で

き

ま

せ

ん

。

一

(

第

一

保

育

所

)

し瓦あネミ;t、昭和36年 5月 1日( 5 ) 

一
一
一
年
前
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
大
詰
一

社
を
中
心
と
し
た
公
園
化
事
業
は
、
国

と
県
と
町
と
で
毎
年
五
十
万
円
づ
っ
出

し
合
い
継
続
し
て
四
百
五
十
万
円
の
一
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
o

一
事
業
は
公
園
道
路
の
設
賀
、
休
憩
所

展
望
台
、
便
所
、
池
な
ど
を
新
設
し
、
一

観
光
地
大
洗
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
一

な
公
園
が
で
き
ま
し
た
今
年
は
「
よ
り
一

き
神
社
」
脇
か
ら
海
洋
博
物
館
に
至
る
一

道
路
の
整
備
と
休
憩
所
の
新
設
を
や
り
一 神

社

附

近

の

園

地

化

ホ
ー
は
昭
和
二
十
八
年
に
…
ご
議
で
す
が
計
画
的
に
給
水
を
芸

で
き
上
り
、
そ
れ
か
一
る
J
U

得
な
く
な
り
、
場
ム
口
に
よ
っ
て
は

ら
八
年
間
皆
さ
ん
の
断
水
タ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
o

生
活
に
大
切
な
水
を
聞
で
は
こ
の
対
策
と
し
て
い
ま
い
ろ

供
給
し
つ
づ
け
て
き
い
λ
附
討
中
で
早
急
に
解
決
す
べ
く
努

ま
し
た
が
、
用
水
源
力
わ
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
方
も
お

が
深
井
戸
の
た
め
年
互
い
に
で
き
る
だ
け
節
水
に
心
掛
け

が
た
つ
に
従
い
湖
水
だ
伊
い
や
出
し
ぱ
な
し
な
ど
の
な
い

設
が
減
少
し
、
一
方

こ
そ
う
の
御
協
力
を
お
願
い
い

需
用
は
臼
を
追
っ
て

J
K
「
O

L

増
へ
る
ば
か
り
で
す
マ

みんなで協力しましょう

三
ヶ
年
継
続
し
て
実
施

節

一
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
出
か
け
一
洗
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん
が
年
々
増
へ
て
一

一

て

み

て

下

さ

い

。

一

き

て

い

ま

す

。

一
た
だ
悲
し
い
こ
と
に
は
、
こ
う
し
て
一
こ
れ
ら
の
お
客
さ
ん
逮
に
喜
ん
で
も
ら
一

一
お
金
を
か
け
て
造
っ
た
観
光
施
設
を
に
う
た
め
の
大
事
な
施
設
を
み
ん
な
で
可

一
た
づ
ら
し
た
り
、
こ
わ
し
た
り
す
る
も
一
愛
が
り
お
互
い
に
注
意
し
合
っ
て
大
切

↑
の
が
あ
る
の
で
す
o

天
下
に
名
高
い
大
一
に
保
存
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
o

一

の道

(写真はでき上った園路と休憩所)

問
主
法
記
念
日
を
迎
え
て

" 
保
健
婦
室
よ
り
!I 

大
洗
町
の
病
気

昭和35年犬洗町人口動態統計

19.4 
11.9 
53.9 
31・9

8.7 
0.7 

当町
34年

件数
35年

402 
198 
16 
15 
12 

212 
16 

204 

出 生 率
死亡率
死産率
乳児死亡率
新生児死亡
婚姻率
離 婚率
自然t菌加率

嘱
託
員
納
税
組
合
長
会
議
開
か
る

港
湾
建
設
な
ど
町
長
よ
り
説
明

ど
う
で
す

み
な
さ
ん

お
な
じ
参
観

す
る
な
ら
友
一
間
一
の

t
な
り
で
参
観

L
ま
し
ょ
う
や

発
明
の
日-

r
T
 

-マ
W
A
V
-

、.シ」

必
要
は

発
明
の
母

'
と
か
も
う
し

ふま

1」

/
L
-
-
一

「
/
/

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
出
席
の
皆
さ

ん
か
ら
も
熱
心
な
質
問
が
出
て
、
真
け

ん
な
討
議
が
行
は
れ
ま
し
た
o

協
議
が
終
っ
て
か
ら
懇
談
に
移
り
一

同
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。
一
半
世
一
品
ぶ
り
町
行
政
の
円
滑
な
推

進
の
た
め
大
変
な
御
苦
労
に
対
し
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
町
づ
く

り
の
た
め
に
今
后
一
一
胞
の
御
協
力
を
お

一
蹴
い
す
る
次
第
で
す
。

↑
(
写
真
)
と
は
腕
託
員
会
談
、
下
は
納

一
税
組
合
長
会
議

一
職
員
の
人
事
異
動

一
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
付
を
も
っ
て

次
の
と
お
り
職
員
の
辞
令
異
動
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

注
(
)
は
前
勤
務
課

税
務
課
勤
務

主
一
事
補

一「一一一一一一一一一一--------ι~一-一-一一『、~吟-
-与よ斗L占 - 円-三 ミ とh、

山

口

忠

夫

(
教
育
委
員
会
)

渡

獄
〈

保

険

課

)

中

狽

子

(

総

務

課

)

事
務
補

古

事
務
補

回大

川

昇

作

(

経

済

課

)

千

森

洋

子

(

総

務

課

)

関

根
一
二
四
郎

(
税
務
課
〉

和
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旬、

一
け
金
を
納
め
な
く
て
も
加
入
者
と
し
て
〈
)
内
の
老
令
年
金
は
、
六
五
才
か
ら
六
九
才
ま
で
の
年
金
額
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

五
わ
れ
る
免
除
と
い
う
道
が
ひ
ら
か
れ
一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

-

l

i

l

-

-

一
て
い
ま
す
o
く

わ

し

く

は

組

合

長

さ

ん

一

一

一

寡

婦

年

金

一

夫

の

受

け

る

べ

き

老

令

年

金

額

の

二

分

の

一

の

額

一

五
、
役
場
で
お
き
き
下
さ
い
o

一

一

一

I
l
l
-
-一

l

I

L

i

l

l

i

-

-

ー

一

一

一

一

一

一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一

一

一

一

一

一

0

0

0

0

0

0

0

一、4
4
1

」

一

一

額

一

遺

児

年

金

一

J
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
i
i
:
;
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
↓

5
8
1
4
7
0
3
6
9
2
5
一

一

畏

い

い

く

ら

か

け

て

、

い

く

ら

年

金

一

二

一

一

7

7

7

8

8

8

9

9

9

9

0

0

一

一

が

も

ら

え

ま

す

か

己

主

一

一

1
1
1
1
1
1
1
「
1

1

1

1

1

1

l

i

l

-

-

川口

↑
答
え
ふ
つ
う
の
住
命
保
険
や
年
金
保
一
一
日
一
一
母
子
年
金
一

m
・一

J

.

-

↓
側
仰
側
側
別
刷
側
側
側
別
刷
一

一

険

で

は

加

入

者

の

か

け

金

か

ら

営

業

費

一

ら

一

金

一

一

肌

肌

瓜

九

幻

払

竹

山

広

川

町

孔

比

比

一

一

を

さ

し

ひ

い

て

、

の

こ

り

の

か

け

金

に

一

九

一

一

一

一

一

利

子

を

つ

け

て

、

保

険

金

を

は

ら

う

し

一

つ

一

一

一

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

一

一
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
一
灯
一
一
際
害
年
金
一
い

j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
i
j
U一M
M
M
ω
M
M
M
ハ引い
M
M
M
M
M
一

一
で
は
、
事
務
費
は
そ
の
全
額
が
闘
の
費
一
こ
一
年
一

1

1

l

F

l

1

1

1

1

1

1

は

は

げ

は

;

ほ

ほ

け

一

一
周
で
定
か
な
わ
れ
ま
す
o
そ

の

う

え

、

一

た

一

一

一

∞

町

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

∞

m
m∞
印
刷
側
一

一
か
け
金
の
半
分
は
国
が
だ
し
て
く
れ
て
一
J

九

一

老

令

年

金

一

M
M
h
t
M
M
M
U
M
M
M
M
M
M
M
M
U一M
M
M
M
U
M
M
M
r
h
1
M
q川
に
乙
一

二
て
れ
に
利
子
が
つ
く
し
く
み
に
な
っ
て
一
昨

l
卜

l
l
lげ
い

い

日

い

は

い

は

は

は

川

口

げ

は

け

は

ほ

げ

に

は

』

い
ま
す
o

で
す
か
ら
阿
で
も
わ
か
る
よ
一
だ

l

の
場
合
の
頃
↑
問
削

m
m
m仰
別
印
附

m
m
m
m鮒
別
制
問
印
問
仰

m
m
m
m抑
制

m
m仰
別
則
一

ヲ
に
、
か
け
金
と
年
金
の
額
と
は
、
た
一
山
下
全
期
間
前
納
一
山
肌
比
一
胤
刊
誌
野
山
肌
刊
誌
丸
山
仏
刊
誌
…
孔
サ
…
叫
日
立
す
…
孔
日
立
以
日
仏
丸
山
仏
比
一

ト
へ
ん
な
一
げ
ら
き
が
あ
り
ま
す
o

一

は

険

丁

i
[
l
i
l
i
-
-
(
(
1
1
l
i
l
i
l
i
-
-
-
1
1
l
i
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
1
i一

宮
額
の
く
わ
し
し

ι
弔

金

額

は

こ

一

恥

保

設

略

報

竺

川

訓

潟

m
m
川

mml刈
川
沼
'
訓
一
一
誠
一
却
し
刷
'
訓

m'm細
川

lm'mm刈
rmmm'
一

九
町
だ
け
つ
ん
で
こ
れ
だ
け
も
ら
え
ま
す
一
建
一
毎
月
納
入
し
一
日

ω江
口
百
幻

m
m匁
M
M
竹M
M
れ
わ
的
特
“
引
制
相
沢
良
日
一
外
出
幻

m
m回
日
山
臼
一

町
長
を
こ
ら
ん
下
さ
い
。
一
駅
一
叫
月
|
司
困
問
|
汁
M

I

l

l

i

l

i

-

-

i

l

i

-

-

1

l

l

一

一

↑

年

令

m

A

|

一

一

明

j
一
十
六
間
隔

1
1流
川
川

1
5
3
2
3
%出

M2
バ一

一
自
社
員
総
尚
一
↑
問
問
い
老
齢
年
金
は
六
十
五
才
か
ら
で
一
直
接
利
益
の
か
え
っ
て
く
る
よ
う
な
施
在
の
物
価
水
準
で
現
在
支
給
す
る
と
す

川
十
し
一
弓
ホ

Ftv
澗
夜
一
一
す
が
早
く
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
一
設
を
つ
く
る
た
め
に
融
資
ざ
れ
る
こ
と
一
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
き
め
ら
れ
た
も
の

刊

u

d
〈
冶
品
一
品
J
h下
一
答
え
老
齢
年
金
は
六
十
五
才
か
ら
で
一
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
か
け
一
で
す
o
国
民
の
生
活
水
準
が
あ
が
れ
ば

一

関

刷

出

mr
良
品
一
一
は
遅
す
ぎ
る
と
い
う
方
に
は
六
十
才
か
一
金
の
一
元
金
は
確
実
に
保
管
さ
れ
、
利
子
一
と
う
ぜ
ん
に
そ
れ
だ
け
は
、
年
金
額
を

削
悶
岳
、
へ
い
¥
一
ら
減
額
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
を
う
ん
で
、
そ
し
て
生
活
を
よ
く
す
る
一
あ
げ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

拡

A

晶議
J
r

金

轡

一

~

た

め

に

い

か

さ

れ

ま

す

。

一

の

た

め

に

五

年

ご

と

に

、

生

活

水

準

を

iL議
長
下
2は

ど

う

し

て

お

く

の

で

一

一

計

算

し

て

、

そ

れ

に

あ

う

よ

う

な

塁

本

語

闘

機

騒

日

…

北

一

す

カ

一

間

い

イ

ン

フ

レ

の

時

は

年

金

額

が

乏

に

し

ご

く

こ

と

を

法

律

で

き

め

て

い

1間
一
同
一
一
答
え
わ
た
し
た
ち
が
お
さ
め
た
か
け
一
く
な

i。
一

ま

す

0
5の
と
こ
ろ
が
、
国
が
や
る

が

お

J

/に
対
了
金
は
、
年
金
を
も
ら
う
と
き
の
大
切
な
一
答
え
オ
た
く
し
た
ち
は
戦
争
と
イ
ン
一
国
民
年
金
と
ふ
つ
う
の
生
命
保
険
の
ち

園

田

m

r

v

一
オ
カ
ネ
で
す
。
で
す
か
ら
政
府
は
税
金
一
フ
レ
に
よ
っ
て
、
戦
前
に
か
け
て
い
た
一
が

ρ
で
す

民

年

金

主

一

と

は

別

に

し

て

、

積

立

金

と

し

て

運

弔

一

位

命

保

険

が

い

t
ん
の
た
し
に
も

t
ム
;
ト

合
給
付
制
H

保
険
料
+
国
庫
負
担
口
市
一
し
ま
す
o

そ
し
て
そ
の
運
用
に
よ
っ
て
一
な
か
っ
た
に
?
経
験
を
も
っ
て
し
よ
問
L

保
険
料
を
ま
と
め
て
キ
っ
と
割

一

険

料

の

半

額

十

利

子

収

川

一

生

じ

た

利

子

も

も

ち

ろ

ん

年

金

の

財

源

一

す

。

、

一

引

さ

れ

る

そ

う

で

す

が

一
一
事
務
貨
は
全
額
一
国
庫
負
担
一
に
く
み
こ
ま
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
ど
ん
一
で
す
か
ら
国
民
年
金
に
つ
い
て
も
』
答
え
そ
う
で
す
。
ま
と
め
て
前
納
す

勝
の
保
険
は
一
な
と
こ
ろ
に
積
立
金
を
貸
し
た
り
す
る
一
十
年
後
に
三
千
五
百
円
な
ん
て
、
問
題
一

Z
S
7
(保
険
料
+
利
子
収
入
)
か
と
い
え
ば
、
ま
ず
、
老
人
ホ
l
ム
と
一
に
な
ら
な
い
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
o
一
る
と
た
と
え
ば
二
十
才
の
入
だ
と
四
十

見
L

年
間
の
保
険
料
は
六
万
三
千
円
で
す
が

(
事
務
質
+
営
業
費
)
一
か
母
子
袋
、
水
道
と
い
っ
た
加
入
者
に
一
し
か
し
一
二
千
五
百
円
と
い
う
の
は
、
現
ニL

こ
れ
が
二
万
一
二
千
王
百
四
十
円
に
な
り

わ
ず
か
な
ね
ん
ざ
ん
、
な
が
…
一
ま
す
。

い
か
け
き
ん
、
ま
こ
と
に
酷
な
ご
ま
た
三
十
五
才
の
人
の
十
年
間
の
保
険

国
民
年
金
と
い
う
声
も
あ
り
ま
…
一

す
。
こ
う
い
う
法
律
を
こ
し
ら
こ
料
は
一
万
入
千
円
で
す
が
、
こ
れ
が
一

え
た
国
や
厚
生
省
は
「
子
殺
生
二
時

ι、
な
ら
ば
一
万
三
千
九
百
七
十
円

」
だ
と
窓
口
を
い
う
人
も
あ
り
…
一

j
L

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
、
と
ん
こ
で
よ
い
と
い
う
よ
う
に
、
何
年
分
配
ま

で
も
な
い
濡
れ
衣
で
す
@
…
一
と
め
て
前
払
い
す
る
か
に
よ
っ
て
割
引

む
し
ろ
「
子
殺
生
」
に
な
ら
…
一

ず
、
な
る
べ
く
息
子
の
娘
の
厄
…
一
率
が
き
ま
り
ま
す
。

介
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
ご

の
が
、
こ
く
ね
ん
の
ね
ら
い
で
ご
問
い
就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
入

一
ur崎
川
畑
一
想
一
円
万
一
託
制
…
一
っ
た
と
き
は
そ
れ
ま
で
の
国
民
年
金

以
上
の
お
と
し
よ
り
一
人
を
養
…
一
の
保
険
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

っ
て
い
ま
す
が
五
十
五
年
の
ち
ど

に
は
務
い
人
が
一
一
人
で
一
人
の
ご
答
申
え
い
ま
ま
で
は
、
一
つ
の
年
金
で

お
と
し
よ
り
を
養
う
こ
と
に
な
…
一
老
齢
年
金
を
受
け
る
前
に
こ
れ
か
ら
出

り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
た
い
へ
こ
る
と
脱
退
一
時
金
で
片
付
け
ら
れ
て
し

ん
で
す
。
い
ま
か
ら
そ
の
と
き
…
一
・

J

j

一3

の
用
意
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
…
一
ま
レ
ま
し
た
c

す
。
か
け
き
ん
な
し
の
ね
ん
き
…
一
し
か
し
国
民
年
金
の
発
足
を
機
会
に
、

ん
だ
け
で
ゆ
く
こ
と
に
な
る
と
こ
ど
の
年
金
制
度
に
入
っ
て
い
た
分
も
、

そ
れ
こ
日
手
控
ナ
一
守
す
る
…
一
か
け
捨
に
し
な
い
で
、
つ
な
ぎ
合
せ
て

こ
と
に
た
り
ま

L
ょ
う
c

一一
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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国
民
年
金
は
ど
ん
な
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
脚

酬
ち
は
国
民
年
金
と
い
え
ば
、
ま
ず
昨
年
の
三
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
、

た
だ
で
も
ら
え
る
福
祉
年
金
の
こ
と
を
思
い
う
か
べ
ま
す
が
、
こ
れ
伊

仙
は
国
民
年
金
の
う
ち
の
一
部
で
あ
っ
て
、
い
よ
い
よ
今
月
か
ら
始
ま
川

っ
た
償
金
を
す
る
年
金
が
国
民
年
金
の
本
体
で
す
。
で
す
か
ら
福
祉
山

川
年
金
と
い
う
の
は
、
か
け
金
を
し
な
く
て
も
よ
い
入
、
つ
ま
り
現
に
叫

べ
七
十
才
で
あ
る
人
冷
、
保
険
料
が
長
い
間
免
除
に
な
り
納
め
ら
れ
な

い
人
に
だ
け
つ
け
る
年
金
で
す
o

し
た
が
っ
て
、
か
け
金
を
し
な
け
州

州
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
か
け
金
も
せ
ず
、
免
除
の
手
続
も
し
な
け
れ
ば
州

老
令
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
今
月
以
降
に
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
、

川
ま
た
一
家
の
的
き
手
を
な
く
し
て
も
、
障
害
年
金
、
向
子
年
金
、
泣
脚

児
年
金
、
築
制
州
年
金
と
も
に
、
も
ら
え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
つ
ま
り
、
こ
の
国
民
年
金
の
し
く
み
は
、
み
ん
な
が
保
険
料
を
樹
立
脚

て
て
連
帯
し
て
、
み
ん
な
の
生
活
を
よ
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
川

山
心
ひ
そ
か
に
「
恩
給
が
も
ら
え
た
ら
」
と
思
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
い

川
か
。
ひ
そ
か
な
こ
の
一
つ
一
つ
の
声
は
食
重
で
す
o

こ
の
国
民
年
金
叫

ド
は
、
こ
の
よ
う
な
国
民
の
戸
に
よ
っ
て
生
れ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
そ
れ
は
他
人
ご
と
で
は
な
く
岬

私
た
ち
の
幸
せ
を
築
く
た
め
の
、
わ
た

し
た
ち
の
年
金
で
す
。
早
く
こ
の
制
度
酬

を
理
解
し
、
私
た
ち
の
手
で
立
派
に
育

脚

て

る

こ

と

に

し

ま

し

ょ

う

O

川

( 6 ) 昭和36年 5月1日

国民年金の種類
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IL' 

問
い
か
け
捨
て
に
な
る
こ
と
が
あ
る

の
で
す
か
ο

答
え
保
険
料
の
か
け
捨
て
は
あ
り
ま

せ
ん
。
国
民
年
金
で
は
計
算
上
、
男
女
一

平
均
九

O
%の
人
が
老
齢
、
障
害
、
里

子
、
遺
児
、
募
婦
の
伺
ん
ら
か
の
年
金
一

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一

な
に
も
も
ら
わ
ず
死
亡
す
る
人
は
あ
と
一

の
一
割
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
に
は
死
一

亡
、
一
時
金
が
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
一

間
い
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
一

は

ど

う

な

り

ま

す

か

。

一

答
え
人
の
一
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
浮
一

泌
が
あ
り
ま
す
o

そ
れ
だ
か
ら
保
険
と
一

ゅ
う
も
の
が
も
と
め
ら
れ
る
の
で
す
が
一

そ
う
は
い
つ
で
も
そ
の
日
暮
し
に
こ
ま
一

る
と
き
は
、
老
後
の
た
め
の
か
け
金
ど
一

こ
ろ
で
は
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
一

そ
の
よ
う
な
と
き
は
国
民
年
金
で
は
か
一

で

j舌

生

き

る

ら

ゆ
た
か
な
老
後
の
た
め
に

あ

も年恩なとのせ才しま入答 聞
の金給おが人んをかすはえ入い
でがや、では 0こし。み す
すも厚国き木叉え、 んごるど
から生民ま人五る本 な十のう
らえ年年すの十こ年 入才でい
、る金金。希才との る以すう
こよのが 望かに四 こ上か人
ううなっ にらな月 と、 υ が
しにいく よ五るー に六 国
たつ人ら つ十人日 な十 民
人くたれ て五はで つ才 年
たらちた 入才入五て米 金
ちれにの るまれ十お満 に
はた、はこでま五 りの 加

い老はなまばす者希てるつり加
な齢さどす加。年望い人て厚入
いのれでと入な金でるやい生す
かばて送、でせ、の加入すて年る
らあい族こきこ加入はで、金こ
でいまにのるの入で入にそなと
すなすな人こ入者きれそこどが
。どがったとたのるまこかので
は、たちにち配人せから被き
、そばはしが偶たんら年用ま

保のあ被た、者ち。年金者せ
障人し、用か希がに 金が年ん
さ自の者と望あ、 をも金
れ身{呆年いすり被 うらにつ
てが障金いれま用 けえ入ま

.to、、、

c' 

jo.、

四
月
か
ら
い
よ
い
よ
国
民
年
金
の
保

険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
納
付
方
法
は
い
わ
ゆ
る
グ
ス
タ
ン

プ
方
式
M
H

と
い
う
印
紙
納
入
の
形
が

と
ら
れ
て
い
ま
す
。
被
保
険
者
は
一

0
0円
又
は
一
五

O
円
の
国
民
年
金

印
紙
を
役
場
で
購
入
し
て
、
さ
き
に

交
付
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金
手
帳
に

は
り
つ
け
て
役
場
に
提
出
し
て
検
認

(
日
付
の
は
い
っ
た
ス
タ
ン
プ
を
押

す
)
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
保
演
料
一
方
法
に
は
生

命
保
険
の
よ

う
に
集
金
人

に
よ
る
方
法

税
金
や
厚
生

年
金
の
保
険

し
か
し
原
則
は
そ
う
で
す
が
、
こ
れ

で
は
被
保
険
者
全
部
が
い
ち
い
ち
役

場
に
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
な
か
な

か
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
納
税
組

合
に
加
ス
し
て
い
る
方
は
組
合
で
一

括
し
て
、
す
べ
て
の
事
を
組
合
長
さ

料
の
よ
う
に
納
入
告
知
書
に
よ
る
方

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
年
金

が
こ
の
ス
タ
ン
プ
方
式
を
採
用
し
た

の
は
、
被
保
険
者
が
自
分
の
意
志
に

よ
り
進
ん
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
ま
た
被
保
険
者
が
都

こ
L
で
注
意

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の

は
保
険
料
を

滞
納
し
て
検

認
を
う
け
な
い
で
い
る
と
身
体
障
害

に
な
っ
た
り
夫
が
死
亡
し
て
母
子
世

帯
に
な
っ
た
時
に
年
金
が
も
ら
え
な

い
一
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
あ
わ

て
て
も
ま
に
あ
わ
な
い
わ
け
で
す
か

ら
納
期
(
四
、
玉
、
六
月
の
保
険
料

は
七
月
末
ま
で
、
七
、
入
、
九
月
分

は
十
月
末
ま
で
十
、
十
一
、
十
二
月
分

は
一
月
末
ま
で
、
一
、
二
、
三
月
分

は
四
月
末
ま
弔
い
内
に
完
納
し
て
検

認
を
う
け
託
基
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
ス
タ
ン
プ
方
式

納

税

組

え』
仁I

便

利

か

が

ら
さ合とさえなん
、長こし、年りが

日。さろ。金まと
んでそ手しり
とはう申長たあ
も積しを 0つ
相立てあそか
談の貯ずのつ
し金蓄けたて
増額をてめ下
額なしおにさ
しどていはる
てをいで組事
下組る下合に

合
の
よ
い
時
に
毎
月
と
か
三
ヶ
月
分

ま
と
め
て
納
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